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  (証券コード 1897) 

   

  2020年３月６日

株 主 各 位  

 京都府宮津市字須津471番地の１
 金 下 建 設 株 式 会 社
 取締役社長 金 下 昌 司

第69回定時株主総会招集ご通知 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、当社第69回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご

出席くださいますようご通知申し上げます。 
なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使すること

ができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2020年３
月23日（月曜日）午後５時までに到着するようご返送くださいますようお
願い申し上げます。 

敬 具 

記 

１．日   時 2020年３月24日（火曜日）午後１時 
２．場   所 京都府宮津市字須津471番地の１ 当社講堂 
３．目 的 事 項           

報 告 事 項           １．第69期（2019年１月１日から2019年12月31日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査
役会の連結計算書類監査結果報告の件 

２．第69期（2019年１月１日から2019年12月31日まで）
計算書類報告の件 

決 議 事 項           
第１号議案 剰余金の処分の件 
第２号議案 監査役２名選任の件 
第３号議案 補欠監査役１名選任の件 
第４号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件 

以 上 
 

当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付に
ご提出くださいますようお願い申し上げます。 

なお、株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に
修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.kaneshita.co.jp/）に掲載させていただきます。 
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［添 付 書 類］ 
 

事 業 報 告                   

2019年１月１日から 
2019年12月31日まで 

 

１．企業集団の現況 

(1) 当事業年度の事業の状況 

①事業の経過及び成果 

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続

く中、個人消費の持ち直しがみられる等、緩やかな回復基調で推移い

たしましたが、海外経済の動向が懸念される等、景気の先行きは、依

然として不透明な状況が続きました。 

建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資

についても一部に持ち直しの動きがみられましたが、建設技術者・労

働者不足の問題や建設コスト上昇等の懸念事項を残しており、依然と

して厳しい状況となりました。 

このような状況の中、当連結会計年度の当社グループの売上高は、

前期からの繰越工事が増加したことにより117億１百万円（前期比

14.6％増）となり、利益面につきましては、売上高の増加に伴い売上

総利益が増加したことにより営業利益は１億４千４百万円（前期比

11.4％増）、経常利益は２億６千６百万円（前期比5.3％増）、親会

社株主に帰属する当期純利益は１億８千８百万円（前期比17.8％増）

となりました。 

事業別の状況は次のとおりであります。 

（建設事業） 

受注工事高は大型工事の受注が減少したことにより77億２千９百万

円（前期比36.0％減）となりました。完成工事高は繰越工事の増加に

より114億７千５百万円（前期比14.6％増）となり、売上総利益は完

成工事高の増加に伴い完成工事総利益が増加したことにより、10億１

千４百万円（前期比2.1％増）となりました。 

(         ) 



 

－  － 
 

 

 

 

 

(3) ／ 2020/02/21 11:25 (2020/02/21 11:18) ／ wp_19591317_01_株主各位_ost金下建設様_招集_P.docx 

3

当期の主な受注工事及び完成工事は次のとおりであります。 

主な受注工事 

発 注 者 工 事 名 称 

積水ハウス（株） 同）ニューツーリズム・トリップベース１号本体工事 

社会福祉法人北星会 
社会福祉法人 北星会（仮称）天橋園群施設整備計画 グルー
プホーム・デイサービス新築工事および付帯工事 

（株）東祥 （仮称）ホリデイスポーツクラブ京都新築工事 

日本下水道事業団 京丹後市小栓川雨水ポンプ場建設工事その２ 

国土交通省 日高豊岡南道路北部地区舗装工事 

主な完成工事 

発 注 者 工 事 名 称 

京都市 京都市分庁舎（仮称）新築工事 ただし、建築主体その他工事 

医療法人社団石鎚会 同志社山手病院・やすらぎ苑新築工事 

（株）ワイエムシィ ＹＦＳプロジェクト 

国土交通省 三日市地区中流築堤工事 

国土交通省 国道27号井坪大橋補強工事 

（製造・販売事業等） 

主にアスファルト合材の販売で、売上高は２億２千６百万円（前期

比13.6％増）、売上総利益は３千２百万円（前期比15.6％増）となり

ました。 

事業別の受注工事高、売上高の状況は次のとおりであります。 

受注工事高・売上高    （単位：百万円）

 
区 分 

受 注 工 事 高 売  上  高 

前連結会計年度 当連結会計年度 増減(△)率 前連結会計年度 当連結会計年度 増減(△)率 

建
設
事
業 

土 木 工 事 6,213 4,377 △29.6％ 4,774 5,083 6.5％ 

建 築 工 事 5,873 3,352 △42.9 5,240 6,391 22.0 

計 12,087 7,729 △36.0 10,014 11,475 14.6 

製造・販売事業等 － － － 199 226 13.6 

合 計 12,087 7,729 △36.0 10,213 11,701 14.6 
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②設備投資の状況 

当連結会計年度において実施した設備投資の総額は３千万円であり

ます。そのうち主なものは建設事業における道路工事用機械の取得で

あります。 

なお、所要資金は全額を自己資金でまかなっております。 

 

③資金調達の状況 

該当事項はありません。 

 

(2) 直前３事業年度の財産及び損益の状況 
（単位：百万円）

 
区 分 

第66期 
（2016年度） 

第67期 
（2017年度） 

第68期 
（2018年度） 

第69期 
（2019年度） 

受 注 工 事 高 13,193 11,030 12,087 7,729 

売 上 高 11,016 10,257 10,213 11,701 

親会社株主に帰属する 
当 期 純 利 益 

311 366 160 188 

１株当たり当期純利益 22円18銭 26円66銭 58円35銭 68円75銭 

総 資 産 22,064 23,246 21,757 22,977 

純 資 産 19,249 19,640 19,319 19,573 

１ 株 当 た り 純 資 産 額 1,355円30銭 1,407円77銭 6,924円63銭 7,031円46銭 

（注）１．2018年７月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を行っております。第68

期の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当

たり純資産額を算定しております。 

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年

２月16日）等を第69期の期首から適用しており、第68期の総資産の金額について

は、当該会計基準等を遡って適用した後の金額となっております。 

 

(3) 重要な子会社の状況 

会社名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容 

司建設株式会社 40百万円 29.0％ 建設事業 

株式会社和田組 90百万円 0.0％ 建設事業 

（注） 司建設株式会社、株式会社和田組につきましては出資比率は100分の50以下であり

ますが、実質的に支配しているため子会社としたものであります。 
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(4) 対処すべき課題 

建設業界は、公共投資、民間設備投資の堅調な推移が期待されるも

のの、建設技術者・労働者不足のさらなる深刻化や建設コスト上昇が

懸念される等、引き続き厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況の中、当社グループでは、社会・顧客からの信用を

第一とし、親切・丁寧なモノづくりを通じて、世の中に貢献できるよ

う努めるとともに、外部環境の変化や多様化する顧客ニーズをビジネ

スチャンスとして捉え、事業の発展に繋げていけるよう、全社一丸と

なって努力してまいります。 

建設事業におきましては、受注の拡大に向け、部門間の連携をさら

に強化し、公共工事、民間工事を問わず、有望市場での営業活動を積

極的に展開するとともに、現場管理体制の強化により収益力の向上に

努めてまいります。 

また、魅力ある労働環境の整備と、国土交通省の推進するi-

Constructionを活用した生産性の向上により「働き方改革」を進める

とともに、技術力の向上に向け、今までに培ってきたノウハウを継承

し、次世代を担う人材の育成についても継続的に取り組んでまいりま

す。 

さらに、事業領域の拡大と持続的な成長を目指し、再生可能エネル

ギーへの取り組みも引き続き推進し、地域社会の活性化に寄与してま

いります。 

今後も、安全管理と環境への配慮を徹底し、地域社会をはじめとす

る全てのステークホルダーから信頼され、必要とされ続ける企業を目

指し、変革を恐れず、新たな価値創造に挑戦するとともに、コンプラ

イアンスと企業の社会的責任を果たすための活動を推進してまいりま

す。 

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。 
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(5) 主要な事業内容（2019年12月31日現在） 

事 業 区 分 事 業 内 容 

建設事業 土木、建築工事の施工に関する事業 

製造・販売事業等 アスファルト製品等の製造販売、産業廃棄物の中間処
理（リサイクル）及びその他建設資材の販売等 

 

(6) 主要な営業所              （2019年12月31日現在） 

金下建設株式会社 
本社 京都府宮津市 

支店 京都（京都市）、大阪（大阪市）、兵庫（豊岡市） 

司 建 設 株 式 会 社 本社 京都市 

株 式 会 社 和 田 組 本社 京都府宮津市 

 

(7) 使用人の状況              （2019年12月31日現在） 

使用人数（前連結会計年度末比増減） 平均年齢 平均勤続年数 

170名（４名増） 47.9歳 20.1年 

（注） 使用人数は就業員数であります。 
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２．会社の現況 

(1) 株 式 の 状 況              （2019年12月31日現在） 

①発行可能株式総数 8,000,000株 

②発行済株式の総数 3,806,660株 

③株 主 数 1,281名 

④大 株 主（上位10名） 

株 主 名 持株数 持株比率 

 千株 ％ 

Ｂｌａｃｋ Ｃｌｏｖｅｒ Ｌｉｍｉｔｅｄ 425 15.55 

上 原 成 商 事 株 式 会 社 198 7.26 

金 下 昌 司 148 5.41 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 134 4.93 

株 式 会 社 京 都 銀 行 134 4.93 

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 
信託銀行株式会社（信託口） 

117 4.28 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 
（ 三 井 住 友 信 託 銀 行 再 信 託 分 ・ 
ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 退 職 給 付 信 託 口 ） 

116 4.25 

金 下 欣 司 113 4.14 

金 下 建 設 従 業 員 持 株 会 97 3.56 

京 都 北 都 信 用 金 庫 57 2.11 

（注）１．当社は、自己株式を1,070,811株保有しておりますが、上記大株主からは除外し

ております。 

２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。 

 

(2) 新株予約権等の状況 

該当事項はありません。 
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(3) 会社役員の状況 

①取締役及び監査役の状況（2019年12月31日現在） 

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況 

代表取締役社長 金 下 昌 司  

取 締 役 荻 野 正 彦 専務執行役員管理部門統括経営企画部長 

取 締 役 井 上 芳 一 
上席執行役員営業部門統括 
営業本部長 兼 大阪支店長 

取 締 役 芦 原 寿 彦 執行役員土木部門統括土木部長 

取 締 役 中 西 康 博 執行役員建築部門統括建築部長 

取 締 役 田 中 彰 寿 弁護士法人田中彰寿法律事務所代表社員 

取 締 役 岡 野  勲 
岡野税理士事務所所長 
ステラケミファ株式会社
社外取締役（監査等委員） 

常 勤 監 査 役 三 田 昭 彦  

監 査 役 松 宮 繁 雄 松宮税務会計事務所所長 

監 査 役 上 原 正 夫 上原正夫税理士事務所所長 

（注）１．取締役の田中彰寿氏及び岡野 勲氏は、社外取締役であります。 

２．監査役の松宮繁雄氏及び上原正夫氏は、社外監査役であります。 

３．当社は、社外取締役及び社外監査役全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役

員として指定し、同取引所に届け出ております。 

４．常勤監査役三田昭彦氏、監査役松宮繁雄氏及び監査役上原正夫氏は、以下のとお

り、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。 

・常勤監査役三田昭彦氏は、長年当社の経理業務に従事しておりました。 

・監査役松宮繁雄氏及び上原正夫氏は、税理士の資格を有しております。 

５．2019年３月26日開催の第68回定時株主総会において、新たに中西康博氏が取締役

に、また、上原正夫氏が監査役に選任され就任いたしました。 

６．2019年３月26日開催の第68回定時株主総会終結の時をもって、取締役川戸孝啓氏

及び監査役矢野速已氏は、任期満了により退任いたしました。 

 



 

－  － 
 

 

 

 

 

(9) ／ 2020/02/21 11:25 (2020/02/21 11:18) ／ wp_19591317_01_株主各位_ost金下建設様_招集_P.docx 

9

②取締役及び監査役の報酬等 

イ．当事業年度に係る報酬等の額 

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額 

取 締 役 
（うち社外取締役） 

８名 
（２名） 

140,090千円 
（5,620千円） 

監 査 役 
（うち社外監査役） 

４名 
（３名） 

13,270千円 
（1,870千円） 

合 計 
（うち社外役員） 

12名 
（５名） 

153,360千円 
（7,490千円） 

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりませ

ん。 

２．取締役の報酬限度額は、2007年３月29日開催の第56回定時株主総会において年額

200,000千円以内（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいており

ます。 

３．監査役の報酬限度額は、2007年３月29日開催の第56回定時株主総会において年額

20,000千円以内と決議いただいております。 

４．上記の報酬等の額には、当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額27,390

千円（取締役７名に対し26,360千円（うち社外取締役２名に対し220千円）、監

査役３名に対し1,030千円（うち社外監査役２名に対し70千円））が含まれてお

ります。 

 

ロ．当事業年度に支払った役員退職慰労金 

 2019年３月26日開催の第68回定時株主総会決議に基づき、同総

会終結の時をもって退任した取締役及び監査役に対して支払った

役員退職慰労金は以下のとおりであります。 

・取締役１名に対し3,820千円 

・監査役１名に対し810千円（うち社外監査役１名に対し810千

円） 

 （各金額には、過年度の事業報告において役員の報酬等の額に

含めた役員退職慰労引当金の繰入額、取締役分3,820千円、監査

役分810千円（うち社外監査役分810千円）が含まれておりま

す。） 
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③社外役員に関する事項 

イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との

関係 

・取締役田中彰寿氏は、弁護士法人田中彰寿法律事務所の代表

社員であります。当社は弁護士法人田中彰寿法律事務所と顧

問弁護士契約を締結しております。 

・取締役岡野 勲氏は、岡野税理士事務所の所長であります。

なお、当社と岡野税理士事務所との間に特別な関係はありま

せん。また、同氏は、ステラケミファ株式会社の社外取締役

（監査等委員）を兼務しておりますが、当社とステラケミ

ファ株式会社との間につきましても特別な関係はありません。 

・監査役松宮繁雄氏は、松宮税務会計事務所の所長であります。

なお、当社と松宮税務会計事務所との間に特別な関係はあり

ません。 

・監査役上原正夫氏は、上原正夫税理士事務所の所長でありま

す。なお、当社と上原正夫税理士事務所との間に特別な関係

はありません。 

 



 

－  － 
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ロ．当事業年度における主な活動状況 

 活動状況 

取締役 田中彰寿 

当事業年度開催の取締役会14回の全てに出席

し、必要に応じ、主に弁護士としての専門的見

地と豊富な経験に基づき発言を行っておりま

す。 

取締役 岡野 勲 

当事業年度開催の取締役会14回のうち13回に出

席し、必要に応じ、主に税理士としての専門的

見地と豊富な経験に基づき発言を行っておりま

す。 

監査役 松宮繁雄 

当事業年度開催の取締役会14回のうち13回に出

席し、また、監査役会５回の全てに出席し、必

要に応じ、主に税理士としての専門的見地と豊

富な経験に基づき発言を行っております。 

監査役 上原正夫 

2019年３月26日就任以降、当事業年度に開催さ

れた取締役会10回のうち９回に出席し、また、

監査役会３回の全てに出席し、必要に応じ、主

に税理士としての専門的見地と豊富な経験に基

づき発言を行っております。 

 

ハ．責任限定契約の内容の概要 

当社と各社外取締役並びに各社外監査役は、会社法第427条第

１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限

定する契約を締結しております。 

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第

１項に定める最低責任限度額としております。 



 

－  － 
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(4) 会計監査人の状況 

①会計監査人の名称 

監査法人グラヴィタス 

②当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 

イ．当事業年度に係る会計監査人の報酬等 

19百万円 

ロ．当社及び当社の連結子会社が会計監査人に支払うべき金銭その

他の財産上の利益の合計額 

19百万円 

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融

商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質

的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合

計額を記載しております。 

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び

報酬見積りの算出根拠等が適切であるかどうかについて必要な検証を行っ

たうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。 

③非監査業務の内容 

該当事項はありません。 

④会計監査人の解任または不再任の決定の方針 

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その

必要があると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解

任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。 

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該

当すると認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査

人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解

任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨

及びその理由を報告いたします。 



 

－  － 
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３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況 

(1) 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要 

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため

の体制その他会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確

保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりでありま

す。 

１．取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保す

るための体制 

 当社及び当社グループは、企業が存立していくためにはコンプラ

イアンスの徹底は必然のことと認識し、全ての取締役・使用人は、

社会の構成員として求められる高い倫理観に基づき誠実に行動し、

社会や地域から信頼される企業市民として経営体制の確立に努めて

おります。 

・当社は、社訓（健康・親切・恩義）をモットーに、品質・環境、

安全衛生及び個人情報保護方針を制定し、社長がその精神を、当

社及びグループ会社の全ての取締役・使用人に対して、継続的に

伝達することにより、法令及び企業倫理の遵守を徹底します。 

・定期的に実施する内部監査を通じて、業務における遵法状況を監

査し、社長へ報告します。 

・コンプライアンス規程を制定し、当社及びグループ会社の全ての

役職員が法令、定款、社内規則及び企業倫理を遵守した行動を取

るための行動規範としています。 

・反社会的勢力・団体による不当な要求に対しては毅然とした対応

をとることを基本理念としており、基本理念の明文化、外部専門

機関との連携及び研修の実施により、反社会的勢力・団体との関

係を遮断する体制を整備しています。 

 

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

・当社は、取締役の職務執行に係る電磁的記録を含む文書等の情報

を、法令、社内諸規程に基づき、適切に保存及び管理します。 

・当社は情報セキュリティシステムを導入し、社会の要求事項に準

拠した情報の管理を行っており、取締役及び監査役が必要な情報

を常時、取得できる体制を構築しています。 



 

－  － 
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３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

・当社及び当社グループは、コンプライアンス、安全、環境、品質、

財務及び情報セキュリティ等に係るリスクについて、社内諸規程

の制定及び、それぞれの担当部門による教育を実施するとともに、

事前に適切な対応策を準備する予防処置により、リスクを最小限

にすべく組織的な対応を行います。 

・定期的に内部監査を実施し、監査結果等から、リスクの洗出しと

リスクの対応策の見直しを行い、継続的改善に取り組みます。 

 

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体

制 

・当社は、取締役及び使用人が共有する全社的な目標を設定し、効

率的にその目標を達成するため、各部門の具体的目標を定めてい

ます。 

・定例の取締役会を原則月１回開催し、取締役会による業績（目標

達成度）のレビューを行い、継続的改善に取り組みます。 

・ＩＴを活用して全社的な業務の効率化を実現するシステムを構築

します。 

 

５．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保する

ための体制 

・グループ会社の所轄業務について、その自主性を尊重しつつ、人

材面、資金面、情報面（ＩＴ）における統制環境を整備して統括

管理しており、当社及びグループ会社全体として、基本方針の理

念に準拠した業務の適正を確保するための体制及び職務の執行が

効率的に行われることを確保するための体制を整備します。 

・当社の社訓及びコンプライアンス等の規程を、グループ会社にも

適用し、グループ全体でコンプライアンスを徹底します。 

・定例のグループ会社代表者参加型の会議を原則月１回開催すると

ともに、イントラネットの整備により、当社及びグループ会社間

での、相互連絡・報告、情報の共有化を図っています。 

 



 

－  － 
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６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合に

おける当該使用人に関する事項並びにその使用人の取締役からの

独立性に関する事項 

・当社は、現在監査役の職務を補助すべき使用人は置いておりませ

んが、監査役が求めた場合は、取締役会が速やかに協議し、必要

と判断した場合に、使用人を配置します。 

・監査役の職務を補助すべき使用人を配置したならば、その補助使

用人の人事異動等の人事権に関する事項につき監査役に事前の同

意を得るものとし、また、監査役からの補助人に対する指示につ

いては、取締役の指揮命令を受けないこととし、取締役からの独

立性を確保するとともに、指示の実効性についても確保します。 

 

７．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役

への報告に関する体制及びその他監査役の監査が実効的に行われ

ることを確保するための体制 

・取締役及び使用人は、監査役の求めに応じて当社及びグループ会

社の業務執行状況を報告するとともに、監査役に対する法定事項

の他、当社及び当社グループ会社に著しい損害を及ぼす事実、内

部監査の実施状況、内部通報窓口への通報状況を報告する体制と

します。 

・監査役への報告を行った取締役及び使用人に対して、報告したこ

とを理由に不利益な取扱いを受けないことを確保します。 

・当社は、監査役が、それぞれの関連部門と緊密な連携を保ち、監

査が実効的に行われることを確保するための体制の整備を図りま

す。 

・監査役の職務の執行に必要な費用については、当社及び当社グ

ループが負担します。 

 

８．財務報告の信頼性を確保するための体制 

・当社は、財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法及び

関連法令に基づき、財務報告に係る内部統制システムを整備する

とともに、そのシステムが適切に機能することを継続的に評価し、

不備等があれば必要な是正処置を行います。 

 



 

－  － 
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(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要 

上記業務の適正を確保するための体制に関する基本方針に基づいて、

体制の整備とその適切な運用に努めております。当該体制の運用状況

の概要は以下のとおりであります。 

・コンプライアンス及びリスク管理 

 法令、定款、社内規則及び企業倫理を遵守した行動を取るための行

動規範としてコンプライアンス規程を制定しており、また、内部監査

を実施し、業務における遵法状況・リスクの洗出しとリスクの対応策

の見直しを行い、継続的改善に取り組み、それらの結果を代表取締役

社長、担当取締役及び監査役会に報告し、連携を図っております。 

・取締役の職務執行 

 定例の取締役会を原則月１回開催するほか、必要に応じて開催し、

重要事項に関する審議及び決定を行っております。 

 業務執行状況の監督機能を強化するため、社外取締役２名を選任し

ております。 

・監査役の監査 

 各監査役は監査の方針に従い、取締役及びその他の使用人等と意思

疎通を図り、情報の収集に努めるとともに、重要な決裁書類等の閲覧

及び取締役会その他重要な会議に出席し取締役の職務執行の監査を

行っております。さらに、監査役会を通じて各監査役間の情報共有を

図るとともに、会計監査人及び内部監査組織と情報交換を行い、監査

機能の強化・相互の連携を図っております。 

・財務報告に係る内部統制 

 内部統制内部監査計画に基づき内部監査を実施し、内部統制の評価

を実施しております。 

 

 

 

 

 

 
（注） 本事業報告は、次により記載しております。 

１．記載金額は、表示単位未満を四捨五入しております。 

２．株式数は、表示単位未満を切捨てております。 

３．比率は、表示単位未満を四捨五入しております。 



 

－  － 
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連 結 貸 借 対 照 表                   

（2019年12月31日現在）  

  （単位：百万円） 
 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 預 金 

受取手形・完成工事未収入金等 

有 価 証 券 

未成工事支出金等 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 ・ 構 築 物 

機械装置・運搬具 

土 地 

そ の 他 

無 形 固 定 資 産 

ソ フ ト ウ エ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

長 期 貸 付 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

14,508 

8,233 

5,251 

473 

532 

20 

△   1 

8,470 

1,556 

235 

102 

1,214 

4 

17 

10 

6 

6,897 

6,529 

35 

558 

△  225 

流 動 負 債 2,529 

支払手形・工事未払金等 1,695 

未 払 法 人 税 等 133 

未成工事受入金 246 

完成工事補償引当金 19 

工事損失引当金 22 

そ の 他 414 

固 定 負 債 876 

繰 延 税 金 負 債 505 

役員退職慰労引当金 355 

そ の 他 16 

負 債 合 計 3,405 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 17,882 

資 本 金 1,000 

資 本 剰 余 金 2,143 

利 益 剰 余 金 16,765 

自 己 株 式 △ 2,027 

その他の包括利益累計額 1,355 

その他有価証券評価差額金 1,355 

非支配株主持分 336 

純 資 産 合 計 19,573 

資 産 合 計 22,977 負債・純資産合計 22,977 

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 



 

－  － 
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連 結 損 益 計 算 書                   

2019年１月１日から 
2019年12月31日まで 

 （単位：百万円）
 科 目 金 額 

売 上 高  11,701 

売 上 原 価  10,655 

売 上 総 利 益  1,046 

販売費及び一般管理費  902 

営 業 利 益  144 

営 業 外 収 益   

受 取 利 息 配 当 金 97  

不 動 産 賃 貸 料 39  

雑 収 入 16 152 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 1  

持 分 法 に よ る 投 資 損 失 3  

不 動 産 賃 貸 原 価 18  

雑 支 出 8 30 

経 常 利 益  266 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 7  

投 資 有 価 証 券 売 却 益 30 37 

特 別 損 失   

投 資 有 価 証 券 評 価 損 7  

固 定 資 産 除 却 損 3  

減 損 損 失 1  

そ の 他 0 12 

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  292 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 126  

法 人 税 等 調 整 額 △ 9 118 

当 期 純 利 益  174 

非支配株主に帰属する当期純損失（△）  △  14 

親会社株主に帰属する当期純利益  188 

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 

(         ) 



 

－  － 
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連結株主資本等変動計算書 

2019年１月１日から 
2019年12月31日まで 

（単位：百万円）

 
 

株 主 資 本 

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計 

当 期 首 残 高 1,000 2,121 16,714 △ 2,026 17,809 

当 期 変 動 額      

剰 余 金 の 配 当   △  137  △  137 

親会社株主に帰属する 
当 期 純 利 益 

  188  188 

自 己 株 式 の 取 得    △   1 △   1 

非支配株主との取引に 
係る親会社の持分変動 

 23   23 

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
連結会計年度中の変動額（純額） 

     

当 期 変 動 額 合 計 － 23 51 △   1 73 

当 期 末 残 高 1,000 2,143 16,765 △ 2,027 17,882 

 

 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 

非支配株主持分 純 資 産 合 計 

 

その他有価証券
評 価 差 額 金 

その他の包括利益 
累 計 額 合 計 

 

当 期 首 残 高 1,137 1,137 372 19,319  

当 期 変 動 額      

剰 余 金 の 配 当    △  137  

親会社株主に帰属する 
当 期 純 利 益 

   188  

自 己 株 式 の 取 得    △   1  

非支配株主との取引に 
係る親会社の持分変動 

   23  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
連結会計年度中の変動額（純額） 

218 218 △  37 181  

当 期 変 動 額 合 計 218 218 △  37 254  

当 期 末 残 高 1,355 1,355 336 19,573  

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 

 

(         ) 



 

－  － 
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連結注記表 

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

(1) 連結の範囲に関する事項 

①連結子会社の状況 

連結子会社の数         ２社 

連結子会社の名称        司建設㈱、㈱和田組 

②非連結子会社の状況 

非連結子会社の名称       橋立生コンクリート工業㈱、㈱ソーゴーギケン、

ＰＦＩ舞鶴常団地㈱ 

連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社３社はいずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純

損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結

計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。 

(2) 持分法の適用に関する事項 

①持分法を適用した関連会社の状況 

持分法適用の関連会社の数    ２社 

持分法適用の関連会社の名称   宮津太陽光発電(同) 

丹後太陽光発電(同) 

②持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況 

持分法を適用していない非連結子会社の名称 

橋立生コンクリート工業㈱、㈱ソーゴーギケン、

ＰＦＩ舞鶴常団地㈱ 

持分法を適用していない関連会社の名称 

㈱金下工務店、サンキ工業㈱ 

持分法を適用しない理由 

持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、当期純損益（持分に見合

う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いて

も連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないた

め持分法の適用範囲から除外しております。 

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項 

すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

(4) 会計方針に関する事項 

①重要な資産の評価基準及び評価方法 

(ｲ) 有価証券 

満期保有目的の債券 

償却原価法（定額法）によっております。 

その他有価証券 

時価のあるもの 

連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は移動平均法により算定）によっております。 



 

－  － 
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時価のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 

(ﾛ) たな卸資産 

未成工事支出金  個別法による原価法によっております。 

材 料 貯 蔵 品                移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。 

販売用不動産                個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。 

②重要な減価償却資産の減価償却の方法 

(ｲ) 有形固定資産 

定率法によっております。 

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年

４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっており

ます。 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準に

よっております。 

(ﾛ) 無形固定資産 

定額法によっております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に

よっております。 

③重要な引当金の計上基準 

(ｲ) 貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回

収不能見込額を計上しております。 

(ﾛ) 完成工事補償引当金 

完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、過去の一定期間における補償実績率

に基づく将来の見積補償額及び特定工事における将来の見積補償額を計上しており

ます。 

(ﾊ) 工事損失引当金 

当連結会計年度末手持工事のうち、重要な損失の発生が見込まれるものについて、

将来の損失に備えるため、その損失見込額を計上しております。 

(ﾆ) 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく連結会計年度末要支給額を計

上しております。 

④重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

完成工事高の計上は、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、

その他の工事については工事完成基準を適用しております。 



 

－  － 
 

 

 

 

 

(22) ／ 2020/02/21 11:25 (2020/02/21 11:18) ／ wp_19591317_02_連結貸借対照表_ost金下建設様_招集_P.docx 

22 

⑤その他連結計算書類の作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

⑥表示方法の変更に関する注記 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２

月16日）を当連結会計年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の

資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

２．連結貸借対照表に関する注記 

(1) 担保に供している資産 

①現金預金 200百万円 

上記の資産は、従業員預り金176百万円の担保に供しております。 

②投資有価証券 6百万円 

上記の資産は、非連結子会社の長期借入金の担保に供しております。 

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 2,880百万円 

(3) たな卸資産及び工事損失引当金の表示 

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せ

ずに両建てで表示しております。損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金のうち、工事損失引当金に対応する額は１百万円であります。 

 

３．連結損益計算書に関する注記 

(1) 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額 22百万円 

(2) 減損損失 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

場 所 用 途 種 類 金額（百万円） 

京 都 府 宮 津 市 他 遊 休 資 産 電 話 加 入 権 1 

当社グループは、事業用資産においては建設事業及び製造・販売事業等により、賃貸

資産及び遊休資産においては個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

当連結会計年度において、電話加入権のうち、使用見込みのないものについて、遊休

資産と捉え、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上

しております。 



 

－  － 
 

 

 

 

 

(23) ／ 2020/02/21 11:25 (2020/02/21 11:18) ／ wp_19591317_02_連結貸借対照表_ost金下建設様_招集_P.docx 

23 

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記 

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当 連 結 会 計 年 度 
期首の株式数(株) 

当 連 結 会 計 年 度 
増加株式数（株） 

当 連 結 会 計 年 度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
の 株 式 数 （ 株 ） 

普 通 株 式 3,806,660 － － 3,806,660 

(2) 自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当 連 結 会 計 年 度 
期首の株式数(株) 

当 連 結 会 計 年 度 
増加株式数（株） 

当 連 結 会 計 年 度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
の 株 式 数 （ 株 ） 

普 通 株 式 1,070,602 209 － 1,070,811 

（注） 増減の主な内訳は、次のとおりであります。 

・単元未満株式の買取りによる増加 209株 

(3) 剰余金の配当に関する事項 

①配当金支払額等 

2019年３月26日開催の第68回定時株主総会決議による配当に関する事項 

・配当金の総額        137百万円 

・１株当たり配当額      50円 

・基準日           2018年12月31日 

・効力発生日         2019年３月27日 

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度に

なるもの 

2020年３月24日開催予定の第69回定時株主総会において次のとおり付議いたします。 

・配当金の総額        137百万円 

・配当の原資         利益剰余金 

・１株当たり配当額      50円 

・基準日           2019年12月31日 

・効力発生日         2020年３月25日 

 

５．金融商品に関する注記 

(1) 金融商品の状況に関する事項 

①金融商品に対する取組方針 

当社グループは、設備投資に必要な資金及び運転資金をすべて自己資金でまかなっ

ております。余資は、主に流動性の高い預金等で運用し、長期運用は主に安全性の

高い債券等で運用する方針であります。 



 

－  － 
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②金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

営業債権である受取手形・完成工事未収入金等は、顧客の信用リスクに晒されてお

ります。当該リスクに関しては、主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、

取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収

懸念の早期把握や軽減を図っております。 

有価証券及び投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式のほか、満期

保有目的の債券を所有しており、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定

期的に時価や発行体の財務状況を把握し、市況や取引先企業との関係を勘案して保

有状況を継続的に見直しております。 

(2) 金融商品の時価等に関する事項 

2019年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりであります。 

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません

（（注）２．参照）。 

 
連結貸借対照表 
計  上  額 

（百万円） 

時 価 
（百万円） 

差 額 
（百万円） 

(1) 現金預金 8,233 8,233 － 

(2) 受取手形・完成工事未収入金等 5,251 5,251 － 

(3) 有価証券及び投資有価証券    

① 満期保有目的の債券 4,235 4,219 △  15 

② その他有価証券 2,745 2,745 － 

(4) 長期貸付金 35   

貸倒引当金（※） △   5   

 30 31 1 

資 産 計 20,494 20,480 △  14 

支払手形・工事未払金等 1,695 1,695 － 

負 債 計 1,695 1,695 － 

（※）長期貸付金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。 

（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項 

資 産 

(1) 現金預金、(2) 受取手形・完成工事未収入金等 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似してい

ることから、当該帳簿価額によっております。 

(3) 有価証券及び投資有価証券 

これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所

の価格または取引金融機関等から提示された価格によっております。 



 

－  － 
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(4) 長期貸付金 

長期貸付金の時価の算定は、一定の期間ごとに分類し、信用リスクを考慮し

て、その将来キャッシュ・フローを適切な利率で割り引いた現在価値により

算定しております。 

負 債 

支払手形・工事未払金等 

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似してい

ることから、当該帳簿価額によっております。 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品 

区 分 連結貸借対照表計上額（百万円） 

非 上 場 株 式 22 

非上場株式は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ため、「(3) 有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。 

 

６．賃貸等不動産に関する注記 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

 

７．１株当たり情報に関する注記 

①１株当たり純資産額 7,031円46銭 

②１株当たり当期純利益 68円75銭 

 

８．重要な後発事象に関する注記 

当社は、2020年２月13日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第165条第３

項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき自己株式を取得する

こと及びその具体的な取得方法について決議し、以下の通り自己株式を取得いたしまし

た。 

(1) 自己株式の取得を行う理由 

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行のため、自己株式の取得を行う

ものであります。 

(2) 取得に係る事項の内容 

①取得する株式の種類        当社普通株式 

②取得する株式の総数        600,000株（上限） 

③株式の取得価額の総額       3,054,000,000円（上限） 

④取得日              2020年２月14日 

⑤取得の方法            東京証券取引所の自己株式立会外買付取引

（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け 

(3) 取得結果 

2020年２月14日に当社普通株式463,100株（取得価額2,357,179,000円）を取得いた

しました。 



 

－  － 
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貸 借 対 照 表 

（2019年12月31日現在）  

  （単位：百万円） 
 資 産 の 部 負 債 の 部 

科 目 金 額 科 目 金 額 

流 動 資 産 

現 金 預 金 

受 取 手 形 

完成工事未収入金 

兼業事業未収入金 

有 価 証 券 

未成工事支出金 

材 料 貯 蔵 品 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

構 築 物 

機 械 装 置 

車 輌 運 搬 具 

工具器具・備品 

土 地 

無 形 固 定 資 産 

ソ フ ト ウ エ ア 

そ の 他 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券 

関 係 会 社 株 式 

出 資 金 

関係会社出資金 

長 期 貸 付 金 

保 険 積 立 金 

そ の 他 

貸 倒 引 当 金 

13,905 

7,820 

36 

5,033 

37 

473 

448 

45 

13 

△   0 

8,454 

1,512 

202 

30 

85 

16 

4 

1,175 

16 

10 

6 

6,926 

6,508 

32 

33 

245 

35 

70 

227 

△  223 

流 動 負 債 2,453 

支 払 手 形 534 

工 事 未 払 金 1,121 

未 払 金 41 

未 払 費 用 135 

未 払 法 人 税 等 125 

未成工事受入金 244 

預 り 金 36 

完成工事補償引当金 19 

工事損失引当金 22 

そ の 他 176 

固 定 負 債 879 

繰 延 税 金 負 債 509 

役員退職慰労引当金 355 

そ の 他 16 

負 債 合 計 3,332 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 17,672 

資 本 金 1,000 

資 本 剰 余 金 2,121 

資 本 準 備 金 2,121 

利 益 剰 余 金 16,578 

利 益 準 備 金 250 

その他利益剰余金 16,328 

別 途 積 立 金 14,700 

繰越利益剰余金 1,628 

自 己 株 式 △ 2,027 

評価・換算差額等 1,355 

その他有価証券評価差額金 1,355 

純 資 産 合 計 19,027 

資 産 合 計 22,359 負債・純資産合計 22,359 

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 



 

－  － 
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損 益 計 算 書 

2019年１月１日から 
2019年12月31日まで 

 （単位：百万円）
 科 目 金 額 

売 上 高   

完 成 工 事 高 11,051  
兼 業 事 業 売 上 高 227 11,278 

売 上 原 価   

完 成 工 事 原 価 10,080  
兼 業 事 業 売 上 原 価 195 10,275 

売 上 総 利 益   

完 成 工 事 総 利 益 971  
兼 業 事 業 総 利 益 32 1,003 

販売費及び一般管理費  849 

営 業 利 益  153 
営 業 外 収 益   

受 取 利 息 配 当 金 97  
不 動 産 賃 貸 料 40  

雑 収 入 19 156 

営 業 外 費 用   
支 払 利 息 1  

不 動 産 賃 貸 原 価 18  
雑 支 出 8 27 

経 常 利 益  282 
特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 7  
投 資 有 価 証 券 売 却 益 30 37 

特 別 損 失   

投 資 有 価 証 券 評 価 損 6  
固 定 資 産 除 却 損 3  

減 損 損 失 1  
そ の 他 0 10 

税 引 前 当 期 純 利 益  310 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 118  
法 人 税 等 調 整 額 △   9 109 

当 期 純 利 益  201 

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 

(         ) 



 

－  － 
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株主資本等変動計算書 

2019年１月１日から 
2019年12月31日まで 

（単位：百万円）

 

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 

資本準備金 
資本剰余金
合 計 

利益準備金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 
利益剰余金
合 計 別途積立金 

繰 越 利 益 
剰 余 金 

当 期 首 残 高 1,000 2,121 2,121 250 14,700 1,564 16,514 

当 期 変 動 額        

剰 余 金 の 配 当      △  137 △  137 

当 期 純 利 益      201 201 

自 己 株 式 の 取 得        

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
事業年度中の変動額(純額) 

       

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － 64 64 

当 期 末 残 高 1,000 2,121 2,121 250 14,700 1,628 16,578 

 

 

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等 

純 資 産 合 計  
自 己 株 式 株主資本合計 

その他有価証
券評価差額金 

評 価 ・ 換 算 
差 額 等 合 計 

当 期 首 残 高 △ 2,026 17,609 1,137 1,137 18,746  

当 期 変 動 額       

剰 余 金 の 配 当  △  137   △  137  

当 期 純 利 益  201   201  

自 己 株 式 の 取 得 △   1 △   1   △   1  

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
事業年度中の変動額(純額) 

  218 218 218  

当 期 変 動 額 合 計 △   1 63 218 218 281  

当 期 末 残 高 △ 2,027 17,672 1,355 1,355 19,027  

（注） 記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。 

 

(         ) 



 

－  － 
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個別注記表 

１．重要な会計方針に係る事項 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）によっております。 

子会社株式及び関連会社株式                   移動平均法による原価法によっております。 

そ の 他 有 価 証 券                   

時価のあるもの  事業年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純

資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算

定）によっております。 

時価のないもの  移動平均法による原価法によっております。 

② たな卸資産 

未 成 工 事 支 出 金                   個別法による原価法によっております。 

材 料 貯 蔵 品                   移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっており

ます。 

販 売 用 不 動 産                   個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

① 有 形 固 定 資 産                   

定率法によっております。 

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年

４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっており

ます。 

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準に

よっております。 

② 無 形 固 定 資 産                   

定額法によっております。 

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に

よっております。 

(3) 引当金の計上基準 

① 貸 倒 引 当 金 売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般

債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。 

② 完成工事補償引当金 完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、過去の一定期

間における補償実績率に基づく将来の見積補償額及び特定工

事における将来の見積補償額を計上しております。 

③ 工 事 損 失 引 当 金                   当事業年度末手持工事のうち、重要な損失の発生が見込まれ

るものについて、将来の損失に備えるため、その損失見込額

を計上しております。 



 

－  － 
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④ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく事業年

度末要支給額を計上しております。 

(4) 重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

完成工事高の計上は、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認めら

れる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の工事については工事完成基準を適用しております。 

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

(6) 表示方法の変更に関する注記 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２

月16日）を当事業年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産

の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

２．貸借対照表に関する注記 

(1) 担保に供している資産 
① 現金預金 200百万円 

上記の資産は、従業員預り金176百万円の担保に供しております。 

② 関係会社株式 6百万円 

上記の資産は、子会社の長期借入金の担保に供しております。 

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 2,815百万円 

(3) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。 

短期金銭債権 41百万円 

長期金銭債権 20百万円 

短期金銭債務 11百万円 

(4) たな卸資産及び工事損失引当金の表示 

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と工事損失引当金は、相殺せ

ずに両建てで表示しております。損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支

出金のうち、工事損失引当金に対応する額は１百万円であります。 

 



 

－  － 
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３．損益計算書に関する注記 

(1) 関係会社との取引高 

① 売 上 高 92百万円 

② 仕 入 高 294百万円 

③ 営業取引以外の取引高 19百万円 

(2) 売上原価に含まれている工事損失引当金繰入額 22百万円 

(3) 減損損失 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

場 所 用 途 種 類 金額（百万円） 

京 都 府 宮 津 市 他 遊 休 資 産 電 話 加 入 権 1 

当社は、事業用資産においては建設事業及び製造・販売事業等により、賃貸資産及び

遊休資産においては個別資産ごとにグルーピングを行っております。 

当事業年度において、電話加入権のうち、使用見込みのないものについて、遊休資産

と捉え、回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上して

おります。 

 

４．株主資本等変動計算書に関する注記 

自己株式の種類及び株式数に関する事項 

株 式 の 種 類 
当事業年度期首 
の 株 式 数 ( 株 ) 

当事業年度増
加株式数(株) 

当事業年度減
少株式数(株) 

当事業年度末
の株式数(株) 

普 通 株 式 1,070,602 209 － 1,070,811 

（注） 増減の主な内訳は、次のとおりであります。 

・単元未満株式の買取りによる増加 209株 

 



 

－  － 
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５．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 繰延税金資産  

 投資有価証券評価損 40百万円 

 貸倒引当金 68百万円 

 減損損失 188百万円 

 完成工事補償引当金 6百万円 

 工事損失引当金 7百万円 

 役員退職慰労引当金 108百万円 

 その他 13百万円 

 繰延税金資産小計 430百万円 

 評価性引当額 △393百万円 

 繰延税金資産合計 37百万円 

 繰延税金負債  

 その他有価証券評価差額金 △546百万円 

 繰延税金負債合計 △546百万円 

 繰延税金資産（負債）の純額 △509百万円 

 

６．１株当たり情報に関する注記 

① １株当たり純資産額 6,954円71銭 

② １株当たり当期純利益 73円39銭 

 

７．重要な後発事象に関する注記 

当社は、2020年２月13日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第165条第３

項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき自己株式を取得する

こと及びその具体的な取得方法について決議し、以下の通り自己株式を取得いたしまし

た。 

(1) 自己株式の取得を行う理由 

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行のため、自己株式の取得を行う

ものであります。 

(2) 取得に係る事項の内容 

①取得する株式の種類        当社普通株式 

②取得する株式の総数        600,000株（上限） 

③株式の取得価額の総額       3,054,000,000円（上限） 

④取得日              2020年２月14日 

⑤取得の方法            東京証券取引所の自己株式立会外買付取引

（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け 

(3) 取得結果 

2020年２月14日に当社普通株式463,100株（取得価額2,357,179,000円）を取得いた

しました。 



 

－  － 
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本 

 独立監査人の監査報告書  

 2020年２月21日 

 金 下 建 設 株 式 会 社  

 取 締 役 会             御中  

 監査法人 グラヴィタス  

 
指定社員 
業務執行社員 

公認会計士 藤 本 良 治 ㊞ 

 
指定社員 
業務執行社員 

公認会計士 尾 﨑 史 佳 ㊞ 

 当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、金下建設株式会社の2019年１月１
日から2019年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連
結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。 
 
連結計算書類に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制
を整備及び運用することが含まれる。 
 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、こ
れに基づき監査を実施することを求めている。 

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有
効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関
連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法
並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討
することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。 
 
監査意見 

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、金下建設株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算
書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているもの
と認める。 
 
強調事項 

重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は2020年２月13日開催の取締
役会において自己株式を取得することを決議し、2020年２月14日に取得が完了している。 

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。 
 
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利
害関係はない。 

以 上 

 



 

－  － 
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会計監査人の監査報告書 謄本 

 独立監査人の監査報告書  

 2020年２月21日 

 金 下 建 設 株 式 会 社  

 取 締 役 会             御中  

 監査法人 グラヴィタス  

 
指定社員 
業務執行社員 

公認会計士 藤 本 良 治 ㊞ 

 
指定社員 
業務執行社員 

公認会計士 尾 﨑 史 佳 ㊞ 

 当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、金下建設株式会社の2019年

１月１日から2019年12月31日までの第69期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損

益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行っ

た。 
 
計算書類等に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬

による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経

営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
 
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及

びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に

計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る

ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。 

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手す

るための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計

算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査

法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算

書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に

は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評

価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。 

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。 
 
監査意見 

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産

及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 
 
強調事項 

重要な後発事象に関する注記に記載されているとおり、会社は2020年２月13日開催の取締

役会において自己株式を取得することを決議し、2020年２月14日に取得が完了している。 

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。 
 
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。 

以 上 

 



 

－  － 
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監査役会の監査報告書 謄本 

 監査報告書 
 

  
当監査役会は、2019年１月１日から2019年12月31日までの第69期事業

年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に
基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。 

 

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容 
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監

査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。 

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査
の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用
人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努める
とともに、以下の方法で監査を実施しました。 
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等から

その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において
業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社について
は、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。 

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款
に適合することを確保するための体制その他株式会社及びその子
会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なもの
として会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の
整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備され
ている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等
からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要
に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。 

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施し
ているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務
の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを
確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事
項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会
計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じ
て説明を求めました。 

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明
細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及
び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）
について検討いたしました。 

 



 

－  － 
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２．監査の結果 

(1) 事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の

状況を正しく示しているものと認めます。 

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款

に違反する重大な事実は認められません。 

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると

認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載

内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め

られません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 

会計監査人監査法人グラヴィタスの監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。 

(3) 連結計算書類の監査結果 

会計監査人監査法人グラヴィタスの監査の方法及び結果は相当で

あると認めます。 

 

 2020年２月25日  

 金下建設株式会社 監査役会  

 

常勤監査役 三 田 昭 彦 ㊞
社外監査役 松 宮 繁 雄 ㊞
社外監査役 上 原 正 夫 ㊞

 

以 上 



 

－  － 
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株主総会参考書類 
 

議案及び参考事項 

 

第１号議案 剰余金の処分の件 

当社は、今後の事業展開に必要な内部留保を確保しつつ、株主の皆

様への安定した配当の継続を基本といたしております。 

当期の期末配当につきましては、次のとおりとさせていただきたい

と存じます。 

期末配当に関する事項 

(1) 配当財産の種類 

金銭といたします。 

(2) 株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額 

当社普通株式１株につき金50円 総額136,792,450円 

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日 

2020年３月25日 

 



 

－  － 
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第２号議案 監査役２名選任の件 

監査役三田昭彦氏は、本総会の終結の時をもって任期満了となり、

また、監査役松宮繁雄氏は、本総会の終結の時をもって辞任されます

ので、監査役２名の選任をお願いするものであります。 

なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。 

監査役候補者は次のとおりであります。 

候補者 
番 号 

 氏    名
ふ り が な

 
 （生 年 月 日） 

略 歴 、 当 社 に お け る 地 位 
 （重 要 な 兼 職 の 状 況） 

所有する当社
の 株 式 の 数 

１ 

 三
み

田
た

昭
あき

彦
ひこ

 
（1954年８月６日生） 

1973年３月 当社入社 

2004年４月 当社経理部長 

2005年３月 当社取締役経理部長 

2007年４月 当社取締役管理統括部長 

2008年３月 当社常勤監査役（現任） 

1,000株 

選任の理由 

三田昭彦氏を監査役候補者とする理由は、上記の経歴に基づく豊富な業務経験と

見識を活かして今後も監査役として当社の監査を担うことができると判断したた

めであります。 

２ 

※ 

 西
にし

田
だ

文
ふみ

明
あき

 
（1952年４月18日生） 

 

2017年８月 税理士登録 

松宮税務会計事務所所属税理

士（現任） 
－ 

選任の理由 

西田文明氏を社外監査役候補者とする理由は、税理士としての専門知識及び経験

等を有しておられることから、社外監査役としての職務を適切に遂行いただける

ものと判断したためであります。 

（注）１．※は新任の監査役候補者であります。 

２．各監査役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。 

３．西田文明氏は社外監査役候補者であります。 

４．西田文明氏が選任された場合には、当社は同氏との間で、会社法第427条第１項

の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する

予定であります。 

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低

責任限度額といたします。 

５．西田文明氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、

独立役員として同取引所に届け出る予定であります。 

 



 

－  － 
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第３号議案 補欠監査役１名選任の件 

法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査

役１名の選任をお願いするものであります。 

なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。 

補欠監査役候補者は次のとおりであります。 

 氏   名
ふ り が な

 
（生年月日） 

略 歴 
 （重 要 な 兼 職 の 状 況） 

所有する当社
の 株 式 の 数 

 鈴
すず

木
き

真
しん

二
じ

 
（1956年４月２日生） 

2017年８月 税理士登録 

鈴木真二税理士事務所設立 

所長（現任） 

（重要な兼職の状況） 

鈴木真二税理士事務所所長 

－ 

選任の理由 

鈴木真二氏を補欠の社外監査役候補者とする理由は、税理士としての専門知識及び経験

等を有しておられることから、社外監査役としての職務を適切に遂行いただけるものと

判断したためであります。 

（注）１．補欠監査役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。 

２．鈴木真二氏は、補欠の社外監査役候補者であります。 

３．鈴木真二氏が、監査役に就任する場合には、当社は同氏との間で、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を

締結する予定であります。 

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低

責任限度額といたします。 

 

第４号議案 退任監査役に対し退職慰労金贈呈の件 

本総会の終結の時をもって、監査役を辞任されます松宮繁雄氏に対

し、その在任中の労に報いるため、当社の定める一定の基準に従い相

当額の範囲内において退職慰労金を贈呈することといたしたく存じま

す。 

なお、その具体的な金額、贈呈の時期、方法等は、監査役の協議に

ご一任願いたく存じます。 

退任監査役の略歴は次のとおりであります。 

氏 名 略 歴 

松 宮 繁 雄 2005年３月 当社監査役（現任） 

 

以 上 




